
2012年
ねん

1月
がつ

30日
にち

 

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

制定
せいてい

に向
む

けて（第一次
だいいちじ

案
あん

） 
 

日本
に ほ ん

障 害
しょうがい

フォーラム（ J D F
じぇいでぃーえふ

） 

 
 
 

Ⅰ
１

．障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮称
かしょう

）（新法
しんぽう

）制定
せいてい

に関
かん

する基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

 

 

Ⅱ
２

．障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援法
しえんほう

の事業
じぎょう

等
など

の問題点
もんだいてん

 

 

Ⅲ
３

．障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮称
かしょう

）（新法
しんぽう

）と障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援法
しえんほう

の関係
かんけい

並
なら

びに新法
しんぽう

実施
じ っ し

の工程表
こうていひょう

 

 

Ⅳ
４

．障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮称
かしょう

）（新法
しんぽう

）作成
さくせい

にあたっての

チェックポイントと引
ひ

き続
つず

き検討
けんとう

すべき事項
じ こ う

 

 

Ⅴ
５

．その他
た

の留意点
りゅういてん

 

  

総合
そうごう

福祉
ふ く し

部会
ぶ か い

 第
だい

19回
かい

 

H24.2.8 参考
さんこう

資料
しりょう

1 

佐藤
さ と う

委員
い い ん

提 出
ていしゅつ

資料
しりょう

 



Ⅰ
１

．障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

制定
せいてい

に関
かん

する基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

 

 

 

１．障害者
しょうがいしゃ

権利
け ん り

条約
じょうやく

、改正
かいせい

障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

との整合性
せいごうせい

を保
たも

つこと。 

２．障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉
ふ く し

部会
ぶ か い

の骨格
こっかく

提言
ていげん

を最大限
さいだいげん

尊重
そんちょう

すること。 

３．障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援法
しえんほう

違憲
い け ん

訴訟
そしょう

原告団
げんこくだん

・弁護団
べんごだん

と国
くに

（厚労省
こうろうしょう

）との基本
き ほ ん

合意
ご う い

文書
ぶんしょ

（介護
か い ご

保険
ほ け ん

との統合
とうごう

を前提
ぜんてい

としないこと、障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援法
しえんほう

は廃止
は い し

）を

遵守
じゅんしゅ

すること。 

４．障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援法
しえんほう

（つなぎ法
ほう

含
ふく

む）の利点
り て ん

については、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

に反映
はんえい

させること。 

５．障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

の目的
もくてき

として制定
せいてい

されてきた諸法律
しょほうりつ

の理念
り ね ん

、経緯
け い い

等
など

を尊重
そんちょう

し

【①措置
そ ち

から契約
けいやく

へ、②利用者負担
りようしゃふたん

の在
あ

り方
かた

、③サービス利用
り よ う

に対
たい

する

選択権
せんたくけん

の保障
ほしょう

、④地域
ち い き

生活
せいかつ

の保障
ほしょう

（＝24時間
じ か ん

介護
か い ご

）】、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

施行
せ こ う

による法
ほう

の秩序
ちつじょ

及
およ

び実施
じ っ し

体制
たいせい

などを混乱
こんらん

させないこと。 

６．障害者自立支援
しょうがいしゃじりつしえん

法
ほう

から障害者総合福祉法
しょうがいしゃそうごうふくしほう

への移行
い こ う

に際
さい

しては、円滑
えんかつ

に実施
じ っ し

す

るために必要
ひつよう

な経過措置
け い か そ ち

期間
き か ん

を設
もう

ける等
など

、適切
てきせつ

に対処
たいしょ

すること。 

７．利用者
りようしゃ

にとって分
わ

かりやすい納得感
なっとくかん

のある法案
ほうあん

にするとともに、

障害者総合福祉法
しょうがいしゃそうごうふくしほう

の成立
せいりつ

・施行
せ こ う

までの障害者自立支援
しょうがいしゃじりつしえん

法
ほう

との調整
ちょうせい

を含
ふく

めて、

具体的
ぐたいてき

な工程表
こうていひょう

を明示
め い じ

すること。 



８．障害者総合福祉法
しょうがいしゃそうごうふくしほう

が円滑
えんかつ

かつ適切
てきせつ

に運用
うんよう

されるよう、実施
じ っ し

主体
しゅたい

である

地方公共団体
ちほうこうきょうだんたい

及
およ

び利用者
りようしゃ

、事業者等
じぎょうしゃとう

と十分
じゅうぶん

に協議
きょうぎ

すること。 

９．関係予算
かんけいよさん

を確実
かくじつ

に確保
か く ほ

すること。 

10．施行後
せ こ う ご

3年
ねん

の見直
み な お

しを規定
き て い

すること。 

 



対象
たいしょう

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

身体
しんたい

４～（一部
いちぶ

３～）

行動
こうどう

援護
えんご

精神
せいしん

・知的
ちてき

３～

同行
どうこう

援護
えんご

重度
じゅうど

視覚
しかく

障害
しょうがい

生活
せいかつ

介護
かいご

身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

３～

療養
りょうよう

介護
    かいご

身体
しんたい

・知的
ちてき

５～

児童
じどう

デイサービス 身体
しんたい

・知的
ちてき

短期
たんき

入所
にゅうしょ

身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

１～

重度
じゅうど

包括
ほうかつ

支援
しえん

身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

６

共同
きょうどう

生活
   せいかつ

介護
     かいご

（ＣＨ
しーえいち

） 身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

（２～）

施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
　　しえん

身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

４～（３～）

自立
じりつ

訓練
くんれん

（機能
きのう

訓練
くんれん

） 身体
しんたい

自立
じりつ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 知的
ちてき

・精神
せいしん

就労
しゅうろう

移行
　　いこう

支援
　しえん

身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

就労
しゅうろう

継続
　　けいぞく

支援
　　しえん

Ａ型
がた

身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

就労
しゅうろう

継続
　　けいぞく

支援
　　しえん

Ｂ
びー

型
がた

身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

共同
きょうどう

生活
　　せいかつ

援助
　　えんじょ

（ＧＨ
じーえいち

） 身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

（2未満
みまん

）

（旧
きゅう

）更生
こうせい

医療
いりょう

身体
しんたい

（旧
きゅう

）育成
いくせい

医療
いりょう

身体
しんたい

(児童
じどう

)

（旧
きゅう

）精神
せいしん

通院
つういん

公費
こうひ

精神
せいしん

補装具
ほそうぐ

身体
しんたい

※相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

※コミュニケーション支援
しえん

事業
じぎょう

身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

※日常
にちじょう

生活
　　せいかつ

用具
　　ようぐ

給付
きゅうふ

等
とう

事業
じぎょう

身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

※移動
いどう

支援
しえん

事業
じぎょう

身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

※地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センター事業
じぎょう

身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

その他
た

事業
じぎょう

身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

専門性
せんもんせい

の高
たか

い相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

広域的
こういきてき

な支援
しえん

事業
じぎょう

身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

サービス・相談支援者
そうだんしえんしゃ

、
、

指導
しどうしゃ

者の育成事業
いくせいじぎょう 身体

しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

その他
た

事業
じぎょう

（盲
もう

ろう者
しゃ

向
む

け通
つう

訳
やく

・介助員派遣事業
かいじょいんはけんじぎょう

）
身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

Ⅱ．障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援
しえん

法
ほう

の事業
じぎょう

等
とう

の問題点
もんだいてん

地
域

ち
い
き

生
活

せ
い
か
つ

支
援

し
え
ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

市町村
しちょうそん

地域
ちいき

生活
せいかつ

支
しえ

援
ん

事業
じぎょう

（※は必須
ひっす

事
じぎょ

業
う

）

都道府県
とどうふけん

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

障害者
しょうがいしゃ  

自立
    じりつ

支援
  しえん

法
ほう

給付
きゅうふ

体系
たいけい

自
立

じ
り
つ

支
援

し
え
ん

給
付

き
ゅ
う
ふ

（
国く

に

の
制
度

せ
い
ど

、
個
別

こ
べ
つ

給
付

き
ゅ
う
ふ

、
義
務

ぎ
む

経
費

け
い
ひ

）

障害
しょうがい

福祉
   ふくし

サービス

介護
かいご

給付
きゅうふ

問題点
もんだいてん

①介護
かいご

保険
ほけん

との統合
とうごう

を前提
ぜんてい

としている事業
じぎょう

があること。→これ

ら事業
じぎょう

については、廃止
はいし

（または改正
かいせい

）すべきである。

②介護
かいご

給付
きゅうふ

は、障害
しょうがい

程度
   ていど

区分
くぶん

適用
てきよう

により支援
しえん

を決定
けってい

する。一
いっ

方
ぽう

、訓練
くんれん

等
とう

給付
きゅうふ

については、障害
しょうがい

程度
   ていど

区分
くぶん

を適用
てきよう

していない。

③各
かく

給付
きゅうふ

については、障害
しょうがい

程度
   ていど

区分
くぶん

で支援
しえん

を受
う

けられる者
もの

と

受
う

けられない者
もの

がある。

④行動
こうどう

援護
えんご

は介護
かいご

給付
きゅうふ

で障害程度区分
しょうがいていどくぶん

を適用
てきよう

、同行援護
どうこうえんご

は

障害程度区分
しょうがいていどくぶん

を適用
てきよう

していない、また、移動支援事業
いどうしえんじぎょう

は地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

に位置
いち

付
ず

けられている。自立
じりつ

支援
しえん

給付
きゅうふ

と区分
くぶん

す

る必要性
ひつようせい

はない。

⑤重度
じゅうど

包括
ほうかつ

支援
しえん

については、支援
しえん

する事業所
じぎょうしょ

が極
きわ

めて少
すく

な

い。

⑥共同
きょうどう

生活
　　せいかつ

介護
　　かいご

と共同
きょうどう

生活
　　せいかつ

援助
　　えんじょ

は区分
くぶん

する必要
ひつよう

はない。

①実施
じっし

主体
しゅたい

が、更生
こうせい

医療
いりょう

は市町村
しちょうそん

、育成
いくせい

医療
いりょう

と精神
せいしん

通院
つういん

公費
こうひ

は都道府県
とどうふけん

になっている。

②利用者
りようしゃ

負担
ふたん

が応能
おうのう

負担
ふたん

になっていない。

日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

等
とう

給付
きゅうふ

は、市町村
しちょうそん

の格差
かくさ

が大
おお

きい。

居宅
きょたく

介護
かいご

（身体
しんたい

介護
かいご

、家事
かじ

援
え

助
んじょ

、通院
つういん

介助
かいじょ

）

盲
もう

ろう者
しゃ

向
む

け通訳
つうやく

・介助員派遣事業
かいじょいんはけんじぎょう

について

①自立支援給付
じりつしえんきゅうふ

と地域生活支援事業
ちいきせいかつしえんじぎょう

の区分理由
くぶんりゆう

が分
わ

からな

い。

→地域格差
ちいきかくさ

なくするためにも、個別
こべつ

給付
きゅうふ

にすべき。

②盲
もう

ろう者
しゃ

の希少性
きしょうせい

・ニーズの多様性
たようせい

から都道府県単位
とどうふけんたんい

での

実施
じっし

は維持
　　いじ

すべき

③すべての事業所
じぎょうしょ

が盲
もう

ろう者
しゃ

の特殊性
とくしゅせい

をふまえた支援
しえん

ができ

ているわけではない

身体
しんたい

・知的
ちてき

・精神
せいしん

１～

訓練
くんれん

等
とう

給
きゅ

付
うふ

自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

補装具
ほそうぐ

①自立
じりつ

支援
しえん

給付
きゅうふ

と地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の区分
くぶん

理由
りゆう

がわからな

い。→地域
ちいき

格差
かくさ

なくするためにも、原則
げんそく

として個別
こべつ

給付
きゅうふ

にすべ

き。

②スポーツや余暇等
よかなど

の必須
ひっす

事業
じぎょう

として位置
いち

づけられていな

い。→検討
けんとう

の上
うえ

、必要
ひつよう

な場合
ばあい

は必須
ひっす

事業
じぎょう

にすべき。



平成
へいせい

年
ねん

（西暦
せいれき

 ） H24(2012) H25(2013) H26(2014) H27(2015)

新法
しんぽう

の流
なが

れ 6月
がつ

成立
せいりつ

8月
がつ

一部
いちぶ

施行
せこう

8月
がつ

全面
ぜんめん

施行
せこう

１．法
ほう

の理念
りねん

・目的
もくてき

１．法
ほう

の理念
りねん

・目的
もくてき

　   新法
しんぽう 6月

がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

　　自立
じりつ

支援
しえん

法
ほう

7月
がつ

廃止
はいし

２．障害
しょうがい

（者
しゃ

）の範囲
はんい

２．障害
しょうがい

（者
しゃ

）の範囲
はんい

新法
しんぽう

　・改正
かいせい

障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

2条
じょう

1項
こう

に規定
きてい

する障害者
しょうがいしゃ 6月

がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

　　自立
じりつ

支援
しえん

法
ほう

７月
がつ

廃止
はいし

３．選択
せんたく

と決定
けってい

（支給
しきゅう

決定
けってい

） ３．選択
せんたく

と決定
けってい

（支給
しきゅう

決定
けってい

）

新法
しんぽう

  本人策定（支援
しえん

を受
う

けた自己
じこ

決定
けってい

を含
ふく

む）のサービス利用計画と市町村の支援ガイドライン 6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

・障害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

　＊身
しん

・知
ち

・精
せい

ごとの審査
しんさ

事項
じこう

の調整
ちょうせい

7月
がつ

廃止
はいし

４．支援
しえん

（サービス）体系
たいけい

４．支援
しえん

（サービス）体系
たいけい

Ａ．全国
ぜんこく

共通
きょうつう

の仕組
しく

みで提供
ていきょう

される支援
しえん

Ａ．全国
ぜんこく

共通
きょうつう

の仕組
しく

みで提供
ていきょう

される支援
しえん

(1)就労
しゅうろう

支援
しえん

　（障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
しえん

センター） 6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう 就労

しゅうろう

支援
しえん

・障害者就労
しょうがいしゃしゅうろう

セン

　・就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

　・就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

（Ａ型
がた

）

　・就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

（Ｂ型
がた

の一部
いちぶ

）

　・地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センターの一部
いちぶ

（地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

）

(2)日中
にっちゅう

活動
かつどう

等
とう

支援
しえん

　 ①デイ・アクティビティセンター（作業
さぎょう

活動
かつどう

中心型
ちゅうしんがた

・創作
そうさく

活動
かつどう

健康
けんこう

増進
ぞうしん

型
がた

　　　　　　　　　　　　　　②日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

、ショートステイ
6月

がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

　・就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

（B型
がた

の一部
いちぶ

）

　・生活
せいかつ

介護
かいご

　・療養
りょうよう

介護
かいご

日中
にっちゅう

活動
かつどう

支援
しえん

・デイアクティビ

ティセンター（作業活動中心
さぎょうかつどうちゅうしんがた

型）・デイアクティビティセン

ター（創作活動健康増進型
そうさくかつどうけんこうぞうしんがた

）

試行
しこう

事業
じぎょう

本人
ほんにん

策定
さくてい

(支援
しえん

を受
う

けた自己
じこ

決定
けってい

を含
ふく

む)サービス利用計

画と支援ガイドラインに基
もと

づく

協議
きょうぎ

調整
ちょうせい

型
がた

支給
しきゅう

決定
けってい

方式
ほうしき

試行
しこう

事業
じぎょう

Ⅲ
さん

．障害者総合福祉法
しょうがいしゃそうごうふくしほう

（仮称
かしょう

）（新法
しんぽう

）と障害者自立支援法
しょうがいしゃじりつしえんほう

の関係並
かんけいなみ

びに新法実施
しんぽうじっし

の工程表
こうていひょう

(1)

7月
がつ

廃止
はいし

新法
しんぽう

の目的
もくてき

（権利
けんり

性
せい

の確認
かくにん

等
とう

）

障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

２条
じょう

に準
じゅん

ずる規定
きてい

・

制度
せいど

の谷間
たにま

を生
う

まない規定
きてい

ぶり

試行
しこう

事業
じぎょう

日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

等
とう

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

に係
かか

る体系
たいけい

事業
じぎょう

は日中
にっちゅう

活動
かつどう

支援
しえん

に統合
とうごう

し
こべつ きゅうふ か

地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センターの

一部
いちぶ

は、就労
しゅうろう

支援
しえん

・障害
しょうがい

者就労
しゃしゅうろう

センターに統合
とうごう

し

個別
こべつ

給付
きゅうふ

化
か

完全
かんぜん

施行
せこう

後
ご

の体系
たいけい

備考
びこう

療養介護

　・地域
ちいき

活動
かつどう

支援
しえん

センターの一部
いちぶ

、日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

（地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

）

　・ショートステイ

　・自立
じりつ

訓練
くんれん

（機能
きのう

／生活
せいかつ

）

(3)居住
きょじゅう

支援
しえん

（GH）　　ＧＨとＣＨの一体化
いったいか

（福祉
ふくし

ホームからの移行
いこう

を含
ふく

む） 6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

　・GH
じーえいち

、CH
しーえいち

7月
がつ

廃止
はいし

(4)施設入所支援
しせつにゅうしょしえん

　ⅰ．住
す

まいの場
ば

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

　・施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

（住
す

まいの場
ば

） 7月
がつ

新法
しんぽう

移行
いこう

　ⅱ．日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

　・生活
せいかつ

介護
かいご

、自立
じりつ

訓練
くんれん

、就労
しゅうろう

支援
しえん

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

（日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

） 7月
がつ

廃止
はいし

(5)　個別
こべつ

生活
せいかつ

支援
しえん

個別
こべつ

生活
せいかつ

支援
しえん

ⅰ．個別
こべつ

包括
ほうかつ

支援
しえん

（パーソナルアシスタンス制度
せいど

） 6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

　・重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

等
とう

　・重度
じゅうど

包括
ほうかつ

支援
しえん

ⅱ．居宅
きょたく

支援
しえん

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

　・居宅
きょたく

介護
かいご

（身体
しんたい

介護
かいご

・家事
かじ

援助
えんじょ

） 7月
がつ

廃止
はいし

ⅲ．移動
いどう

支援
しえん

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

　・移動
いどう

支援
しえん

（地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

）

　・行動
こうどう

援護
えんご

　・同行
どうこう

援護
えんご

(6)　コミュニケーション支援
しえん

及
およ

び通訳
つうやく

・介助
かいじょ

支援
しえん

ⅰ．コミュニケーション支援
しえん

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

　・コミュニケーション支援（地域生活支援事業）、 7月
がつ

廃止
はいし

ⅱ．通訳・介助
かいじょ

支援
しえん

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

　・盲ろう者向け通訳・介助員派遣
はけん

（都道府県
とどうふけん

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

） 7月
がつ

廃止
はいし

地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

に係
かか

る

移動
いどう

支援
しえん

は、他
た

の移動
いどう

支
しえ

援
ん

に統合
とうごう

し個別
こべつ

給付
きゅうふ

化
か

コミュニケーション支援
しえん

は

個別
こべつ

給付
きゅうふ

化
か

通訳
つうやく

・介助
かいじょ

支援
しえん

は個別
こべつ

給付
きゅうふ

化
か

し、

都道府県
とどうふけん

単位
たんい

で実施
じっし通訳

つうやく

・介助
かいじょ

支援
しえん

コミュニケーション支援
しえん

居住
きょじゅう

支援
しえん

（グループホームに

一本化
いっぽんか

）

タ （創作活動健康増進型）

日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

、ショートステイ

ⅰ．個別
こべつ

包括
ほうかつ

支援
しえん

（パーソナ

ル・アシスタント制度
せいど

）

障害者
しょうがいしゃ

程度
ていど

区分
くぶん

に連動
れんどう

する国庫
こっこ

負
ふ

担
たん

基準
きじゅん

を支給
しきゅう

決定
けってい

権
けん

の上限
じょうげん

としない

こと。国庫
こっこ

負担
ふたん

基準
きじゅん

を超
こ

える分
ぶん

につ

いては国
くに

が市町村
しちょうそん

の財政
ざいせい

を支援
しえん

する

こと。

施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

段階
だんかい

施行
せこう

7月廃止

対象者
たいしょうしゃ

の拡大
かくだい

7月
がつ

廃止
はいし

ⅱ．居宅
きょたく

支援
しえん

ⅲ．移動
いどう

支援
しえん

試行
しこう

事業
じぎょう

7月
がつ

廃止
はいし

個別
こべつ

給付
きゅうふ

化
か

（7）　補装具
ほそうぐ

・日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

　・補装具
ほそうぐ

　・日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

（地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

）

補装具
ほそうぐ

同様
どうよう

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

用
よう

具
ぐ

の個別
こべつ

給付
きゅうふ

化
か

7月
がつ

、補装具
ほそうぐ

に統
とう

合
ごう

し新法
しんぽう

に移行
いこう

補装具
ほそうぐ

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ



平成
へいせい

年
ねん

（西暦
せいれき

 ） H24(2012) H25(2013) H26(2014) H27(2015)

新法
しんぽう

の流
なが

れ 8月
がつ

一部
いちぶ

施行
せこう

8月
がつ

全面
ぜんめん

施行
せこう

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉
ふくし

法
ほう

（仮称
かしょう

）（新法
しんぽう

）と障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援
しえん

法
ほう

の関係
かんけい

並
なら

びに新法
しんぽう

実施
じっし

の工程
こうてい

表
ひょう

(2)

完全
かんぜん

施行
せこう

後
ご

の体系
たいけい

備考
びこう

新法の流れ 8月 部施行 8月全面施行

４．支援
しえん

（サービス）体系
たいけい

４．支援
しえん

（サービス）体系
たいけい

　Ｂ．地域
ちいき

の実情
じつじょう

に応
おう

じて提供
ていきょう

される支援
しえん

 Ｂ．地域
ちいき

の実情
じつじょう

に応
おう

じて提供
ていきょう

される支援
しえん

 　・住宅
じゅうたく

入居等
にゅうきょとう

支援事業
しえんじぎょう

（居住
きょじゅう

サポート事業
じぎょう

） 6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

・住宅入居等支援事業
じゅうたくにゅうきょなどしえんじぎょう

（居住
きょじゅう

サポート事業
じぎょう

） 　 住宅入居等支援事業（居住サポ ト事業） 6月本則規定 8月施行  住宅入居等支援事業（居住サポ ト事業）

 　・支給
しきゅう

決定
けってい

が必要
ひつよう

がないサービス 6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

 　・支給
しきゅう

決定
けってい

が必要
ひつよう

がないサービス

 　・福祉
ふくし

ホーム 6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

 　・福祉
ふくし

ホーム

 　・その他
た

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

　 ・その他
た

の事業
じぎょう

５．地域
ちいき

移行
いこう

５．地域
ちいき

移行
いこう

 　・地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

　 ・地域
ちいき

移行
いこう

の法定化
ほうていか

　 ・地域
ちいき

移行
いこう

プログラムと地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
　　しえん

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

   ・地域
ちいき

移行
いこう

プログラムと地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

地域
ちいき

生
せいかつ

資
しげん

整備
せいび

地域
ちいき

生活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

６．地域
ちいき

生活
せいかつ

の資源
しげん

整備
せいび

６．地域生活の資源整備

　 ・地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10ヵ年
ねん

戦略
せんりゃく

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

 施行
せこう

   ・地域
ちいき

基盤
きばん

整備
せいび

10ヵ年
ねん

戦略
せんりゃく

７．利用者
りようしゃ

負担
ふたん

７．利用者
りようしゃ

負担
ふたん

　　新法
しんぽう

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう ・高額

こうがく

な収入
しゅうにゅう

のある等
など

利用者
りようしゃ

負
ふ

たん は せい ばあい げんこう ふ
　　新法 6月本則規定 8月 施行

　　自立
じりつ

支援
しえん

法
ほう

7月
がつ

廃止
はいし

  応能
おうのう

負担
ふたん

／コミュニケーション支援
しえん

は無償
むしょう

担
たん

の発生
はっせい

する場合
ばあい

は、現行
げんこう

の負
ふ

担
たん

水準
すいじゅん

を上回
うわまわ

らないこと。

・障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス、補装具
ほそうぐ

、

自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

（地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事
じぎょ

業
う

）、介護
かいご

保険
ほけん

を合算
がっさん

し、過大
かだい

な
ふたん

８．相談
そうだん

支援
しえん

８．相談
そうだん

支援
しえん

　　新法
しんぽう

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

 施行
せこう

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

7月
がつ

廃止
はいし

試行
しこう

事業
じぎょう

 新法
しんぽう

の相談
そうだん

支援
しえん

体系
たいけい

負担
ふたん

とならないようにする。

　・相談支援事業 7月廃止

９．権利
けんり

擁護
ようご

９．権利
けんり

擁護
ようご

　・オンブズパーソン制度
せいど

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

10-1．報酬
ほうしゅう

10-1．報酬
ほうしゅう

報酬 0 ．報酬

  ・支払
しはら

い方式
ほうしき

（①施設
しせつ

系
けい

：利用者
りようしゃ

個別
こべつ

給付
きゅうふ

報酬
ほうしゅう

（日
ひ

払
ばら

い）、

事業
じぎょう

運営
うんえい

報酬
ほうしゅう

（月払
つきばら

い）、②在宅
ざいたく

系
けい

（時間割
じかんわり

））　　・常勤
じょうきん

換算
かんさん

の廃止
はいし

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう 各種

かくしゅ

の加算
かさん

を整理
せいり

し、可能
かのう

なも

のは基本
きほん

報酬
ほうしゅう

に組
く

み込
こ

む。

自立
じりつ

支援
しえん

法
ほう

7月
がつ

廃止
はいし

　・支払
しはら

い方式
ほうしき

（①施設
しせつ

系
けい

：利用者
りようしゃ

個別
こべつ

給付
きゅうふ

報
ほう

酬
しゅう

＝事業費
じぎょうひ

（日
ひ

払
ばら

い）、事業
じぎょう

運営
うんえい

報酬
ほうしゅう

=事
じむ

務費
ひ

・人件費
じんけんひ

（月払
つきばら

い）、②在宅
ざいたく

系
けい

（時間割
じかんわり

））

常勤換算方式
じょうきんかんさんほうしき

の廃止
はいし　自立支援法 7月廃止

10-２．人材
じんざい

確保
かくほ

　 新法
しんぽう

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

新法
しんぽう

た せいねんこうけん せいど りよう しえん

他
た

（成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

利
りよう

支援
しえん

など）

・常勤換算方式の廃止

11．その他
た

（成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

支援
しえん

など） 11．その他
た

（成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

利用
りよう

支援
しえん

など）

　 新法
しんぽう

6月
がつ

本則
ほんそく

規定
きてい

8月
がつ

施行
せこう

新法
しんぽう

別表
べっぴょう

１   自立支援法上
じりつしえんほうじょう

の地域生活支援事業
ちいきせいかつしえんじぎょう

事業
じぎょう

名
めい

H24(2012) H25(2013) H26(2014) H27(2015)事業名 H24(2012) H25(2013) H26(2014) H27(2015)

　 ・相談
そうだん

支援
しえん

新法
しんぽう

移行
いこう

 　・コミュニケーション支援
しえん

新法
しんぽう

移行
いこう

　 ・移動
いどう

支援
しえん

新法
しんぽう

移行
いこう

　 ・日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

新法
しんぽう

移行
いこう

 　・地域
ちいき

活動
かつどう

支援センター 新法
しんぽう

移行
いこう

 　・福祉
ふくし

ホーム 一部
いちぶ

新法
しんぽう

移行
いこう

せいねんこうけん せいど りよう しえん しんぽう いこう

 　・成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

支援
しえん

新法
しんぽう

移行
いこう

　 ・その他
た

新法
しんぽう

移行
いこう



支援
しえん

事業
じぎょう

備考
びこう

相談
そうだん

や制度
せいど

利用
りよう

のための支援
しえん

コミュニケーションのための支援
しえん

・コミュニケーション支援
しえん

・通訳
つうやく

・介護
かいご

者
しゃ

派遣
はけん

事業
じぎょう

・コミュニケーションに関
かん

する日常
にちじょう

生活
　　せいかつ

用具
　　ようぐ

（イヤー

マフや会話
かいわ

補助用
ほじょよう

機器
きき

）

日常
にちじょう

生活
　　せいかつ

を送
おく

るための支援
しえん

や補装具
ほそうぐ

社会
しゃかい

生活
せいかつ

・活動
かつどう

を送
おく

るための支援
しえん

(アクセス移動
いどう

)

就労
しゅうろう

支援
　　しえん

医療
いりょう

・リハビリテーションの支援
しえん

・自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

・収入
しゅうにゅう

認定
　　　にんてい

は障害者
しょうがいしゃ

本人
　　ほんにん

の収入
しゅうにゅう

とする

・所得
しょとく

保障
ほしょう

とホテルコストの関係
かんけい

を検討
けんとう

する

・現行
げんこう

の負担
ふたん

額
がく

の基準
きじゅん

を上回
うわまわ

らない事
こと

原
則

げ
ん
そ
く

無
償

む
し
ょ
う

（
応
能

お
う
の
う

負
担

ふ
た
ん

）

無
償

む
し
ょ
う

別表
べっぴょう

２　利用者
りようしゃ

負担
ふたん

について

※原則
げんそく

無償
むしょう

(応能
おうのう

負担
ふたん

)について留意
りゅうい

すべき点
てん
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Ⅳ
４

．障害者総合福祉法
しょうがいしゃそうごうふくしほう

（仮称
かしょう

）（新法
しんぽう

）作成
さくせい

にあたってのチェックポイントと引
ひ

き続
つず

き検討
けんとう

すべき事項
じ こ う

 

 

１．新法
しんぽう

作成
さくせい

にあたってのチェックポイント 

 

（１）権利条約
けんりじょうやく

、改正障害者基本法
かいせいしょうがいしゃきほんほう

の理念
り ね ん

を反映
はんえい

した条項
じょうこう

になっているか 

   ・インクルーシブ社会
しゃかい

の構築
こうちく

 

・地域生活
ちいきせいかつ

の権利
け ん り

の保障
ほしょう

（確認
かくにん

） 

・24時間
じ か ん

介護
か い ご

の保障
ほしょう

(対象
たいしょう

を身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

以外
い が い

に拡大
かくだい

) 

   ・制度
せ い ど

の谷間
た に ま

のない障害者
しょうがいしゃ

の範囲
は ん い

 

・自己決定
じ こ け っ て い

・自己選択
じ こ せ ん た く

の保障
ほしょう

（支援
し え ん

を受
う

けた自己決定
じ こ け っ て い

を含
ふく

む） 

   ・本人
ほんにん

のニーズに基
もと

づくサービス支給
しきゅう

決定
けってい

（障害程度区分
しょうがいていどくぶん

の廃止
は い し

） 

   ・利用者
り よ う し ゃ

の立場
た ち ば

に立
た

ったサービス体系
たいけい

の確立
かくりつ

 

（２）訴訟団
そしょうだん

と厚労省
こうろうしょう

との基本合意
き ほ ん ご う い

を反映
はんえい

した条項
じょうこう

になっているか 

  ・利用者負担
り よ う し ゃ ふ た ん

は、支援
し え ん

費
ひ

制度
せ い ど

の時点
じ て ん

及
およ

び現行
げんこう

の軽減
けいげん

措置
そ ち

による負担額
ふ た ん が く

を上回
うわまわ

らないこと 

   ・少
すく

なくとも市町村
しちょうそん

民税
みんぜい

非課税
ひ か ぜ い

世帯
せ た い

には利用者負担
り よ う し ゃ ふ た ん

をさせないこと 

   ・収入認定
しゅうにゅうにんてい

は障害児者
しょうがいじしゃ

本人
ほんにん

だけで認定
にんてい

すること（ただし、骨格提言
こっかくていげん

においては「児
じ

」については

世帯
せ た い

主
ぬし

を対象
たいしょう

としている） 

  ・介護
か い ご

保険
ほ け ん

優先
ゆうせん

原則
げんそく

(障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

法
ほう

第
だい

7 条
じょう

)を廃止
は い し

し、障害
しょうがい

の特性
とくせい

を配慮
はいりょ

した選択制
せんたくせい

の導入
どうにゅう

を

図
はか

ること 

・どんな重
おも

い障害者
しょうがいしゃ

でも安心
あんしん

して暮
く

らせる支給量
しきゅうりょう

の保障
ほしょう

と支給決定
しきゅうけってい

への障害者
しょうがいしゃ

の参加
さ ん か

の保障
ほしょう

 

・国庫負担
こ っ こ ふ た ん

基準
きじゅん

と障害程度区分
しょうがいていどくぶん

制度
せ い ど

との連動
れんどう

のしくみの廃止
は い し

 

【検 討
けんとう

を要
よう

すべき事項
じこう

】 

    ①利用者負担
り よ う し ゃ ふ た ん

の在
あ

り方
かた

  ②支給決定
しきゅうけってい

の在
あ

り方
かた

 ③報酬
ほうしゅう

支払
し は ら

い方式
ほうしき

 

    ④制度
せ い ど

の谷間
た に ま

のない｢障害
しょうがい

｣の範囲
は ん い

  ⑤予算
よ さ ん

の国際水準
こくさいすいじゅん

に見合
み あ

う額
がく

への

増額等
ぞうがくなど

 

（３）骨格提言
こっかくていげん

の 6 つのポイントを反映
はんえい

した条項
じょうこう

になっているか 

   ①障害
しょうがい

のない市民
し み ん

との平等
びょうどう

と公平
こうへい

 

②谷間
た に ま

や空白
くうはく

の解消
かいしょう

 

③格差
か く さ

の是正
ぜ せ い

 

   ④放置
ほ う ち

できない社会問題
しゃかいもんだい
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⑤本人
ほんにん

のニーズに合った支援
し え ん

サービス 

   ⑥予算
よ さ ん

の確保
か く ほ

 

（４）介護
か い ご

保険
ほ け ん

との統合
とうごう

を前提
ぜんてい

とする条項
じょうこう

になっていないか    

   ・自立
じ り つ

支援
し え ん

法
ほう

第
だい

7 条
じょう

の廃止
は い し

  

・障害程度区分
しょうがいていどくぶん

の廃止
は い し

 

 ・報酬
ほうしゅう

の支払
し は ら

い方式
ほうしき

  

（５）地域
ち い き

格差
か く さ

の是正
ぜ せ い

を反映
はんえい

した条項
じょうこう

になっているか 

   ・地域
ち い き

格差
か く さ

の是正
ぜ せ い

の観点
かんてん

から、全国
ぜんこく

共通
きょうつう

のしくみで提供
ていきょう

されるサービス体系
たいけい

の見直
み な お

し（地域生活
ちいきせいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

のうち必須
ひ っ す

事業
じぎょう

は原則
げんそく

個別
こ べ つ

給付
きゅうふ

へ） 

（６）事業
じぎょう

の一体性
いったいせい

と簡略化
かんりゃくか

された条項
じょうこう

になっているか 

   ・ＧＨ
じーえいち

とＣＨ
しーえいち

の一体化
い っ た い か

 

・移動
い ど う

サービス（移動
い ど う

支援
し え ん

）の統一
とういつ

 

・コミュニケーション 

   ・日常生活用具
にちじょうせいかつようぐ

給付
きゅうふ

は、補装具
ほ そ う ぐ

と同様
どうよう

、個別
こ べ つ

給付
きゅうふ

化 

（７）事業
じぎょう

体
たい

の経営
けいえい

の安定化
あ ん て い か

と事務作業
じ む さ ぎ ょ う

の簡略化
かんりゃくか

を反映
はんえい

した条項
じょうこう

になっているか 

   ・利用者
り よ う し ゃ

個別
こ べ つ

給付
きゅうふ

報酬
ほうしゅう

＝事業
じぎょう

費
ひ

（日払
ひ ば ら

い）、事業
じぎょう

運営
うんえい

報酬
ほうしゅう

=事務
じ む

費
ひ

・人件
じんけん

費
ひ

（月払
つきばら

い）、在宅系
ざいたくけい

（時間
じ か ん

割
わり

） 

   ・常勤
じょうきん

換算
かんさん

方式
ほうしき

の廃止
は い し

 

（８）実施主体
じっししゅたい

・事業
じぎょう

体
たい

の賛同
さんどう

が得
え

られる条項
じょうこう

になっているか 

（９）事業
じぎょう

が円滑
えんかつ

に移行
い こ う

できる条項
じょうこう

になっているか 

 

２．検討
けんとう

すべき事項
じ こ う

 

 

（１）支給決定
しきゅうけってい

のあり方
かた

（施行期日
し こ う き じ つ

、試行事業
しこうじぎょう

の内容
ないよう

や実施期間等
じっしきかんとう

の全体計画
ぜんたいけいかく

、その間
かん

の

自立
じ り つ

支援
し え ん

法
ほう

との調整
ちょうせい

など） 

（２）障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センターのあり方
かた

（同上
どうじょう

） 

（３）デイ・アクティビィテイセンターの在
あ

り方
かた

（同上
どうじょう

） 

（４）パーソナルアシスタンス制度
せ い ど

の在
あ

り方
かた

（同上
どうじょう

） 

（５）報酬
ほうしゅう

単価
た ん か

については、支給決定
しきゅうけってい

（特
とく

に、障害程度区分
し ょ う が い て い ど く ぶ ん

の廃止
は い し

）及
およ

び支援
し え ん

（サービス）
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体系
たいけい

が決定
けってい

・実施
じ っ し

されるまでは現行
げんこう

基準
きじゅん

を適用
てきよう

する 

 

以上
いじょう

のことを踏
ふ

まえて、24年
ねん

3月
がつ

総合福祉法案
そうごうふくしほうあん

を国会
こっかい

提 出
ていしゅつ

し、24年
ねん

6月
がつ

成立
せいりつ

、

25年
ねん

８月
がつ

に施行
せ こ う

する 


